


１）「志望校」という目標を明確にし

２）それを達成するための合格戦略を組み立て

３）確実に実行するための勉強のやり方を教え

４）徹底的に進捗管理をするから

Unipassの指導は通常の予備校・学習塾とは大きく異なります。

それは必ず塾生の叶えたい目標に向けて、最短距離で到達させること。

必ず志望校合格を達成させるために邁進し続けます。



大学受験と高校受験の違いは、科目の膨大な知識はもちろん、「国公立・私立」「理系・文系」「大

学レベル」などにより受験戦略が大きく異なることにあります。そのため、E判定D判定であれば集団

授業や映像授業の「授業」だけで覆すことは非常に難しいと考えています。志望校・併願校から必要

な科目・学力などを導き出し、その大学の問題に合わせた対策も必要になってきます。

Unipassでは受験戦略・学習時間・学習効率の３項目が大学受験の成功には最も大切だと考えており、

これを補完するために授業が必要になると考えています。

それぞれの重要なポイントをご説明いたします。



受験戦略は生徒一人ひとりに対して行われるべきであり、国公立を目指していたら第二志望の難関私大に合格できという

訳ではありません。中学受験や高校受験とはこの部分は大きく変わるところです。

受験戦略をしっかり意識して、どこを目指して勉強するのかを最初に決めることが成功のポイントです。

志望校と併願校の受験方式と配点を分析
志望校と併願校の受験方式から配点を分析して、どの科目を重点

的に行う必要があるのかを明確にします。

志望校の過去問題を分析
志望校の過去問を分析してどのレベルまで学力を高める必要があ

るのか、どんな問題に対応できる必要があるのかを把握します。

現状から目標に届く学習計画を逆算
現状の学力から目標に届くための科目選択をして、学習量を逆算

することが大切です。

勉強を始める初期段階である程度届くかどうかを伝えることも必

要になると考えています。



例えば、文系の生徒が旧帝大以上の国公立大学に進学したいと考えている場合はほぼ数学が２次試験に必要なため英語・数学・

国語の学力を高いレベルに到達させることが必要です。

しかし、第二志望がMARCHや関関同立といった難関私大の場合は英語・国語は必須で数学もしくは地歴公民の科目の選択となり

ます。この場合は旧帝大には行きたいが数学より世界史が得意という生徒の場合は旧帝大を目指した場合で数学を高める必要が

あるため私大の入試は数学で受けることを検討します。

数学が必要な学力レベルまで到達すれば何も問題ないのですが、苦手ということであったり世界史より数学の方が時間がかかる

科目であるため到達できなければ第二志望のMARCHや関関同立に合格できないという可能性もあります。

この場合は難しい選択ではありますが、第二志望を確実に合格を取るために英語・国語・世界

史に集中してMARCHや関関同立を目指すということに切り替えるということもあります。

浪人も検討していてどうしても旧帝大を受験するということであれば何も気にせず旧帝大を目

指せばいいのですが、できる限り高確率でMARCH・関関同立に合格したいと考えるのであれば、

一旦は英語・国語・世界史を選択して勉強し始めるというのも考えるべきです。



上記の資料は2019年の大阪大学外国語学部の入試配点です。国公立大学の一般入試はセンター試験（2021年からは大学入学共通

テスト）と大学別の二次試験の合計点により合否判定がされます。

大阪大学の外国語学部では一般的にはセンター試験が80％以上、二次試験が50％以上の得点を取ることが合格には最低限必要で

す。しかし、配点をみてもらうとわかりますが、センター試験150点二次試験500点の合計650点で、圧倒的に二次試験配点が高

いことがわかります。



また、科目別に見てもらうと二次試験は英語・国語・数学or世界史の３科目で受験しますが、英語の二次配点が300点と非

常に大きく、センターと二次試験の合計は全体の配点である650点の半分である325点となっております。これは英語の点

数が低ければほとんどの確率で合格できなくなってしまうということです。逆に数学は二次試験で選択しなければ650点中

25点しかおらず、仮にセンター試験の得点が５割と８割だったとしても７〜８点の差しかありません。

センター数学を５割から８割あげるためにかかる時間は500時間程度は必要になってくるため、ここに時間を割くぐらいな

ら、英語をメインとした２次科目の点数を上げるために使ったり、上げやすい理科や社会の点数を上げる勉強をした方が

効率的です。

大阪大学を受けるためには80％以上取らないといけないと考えてしまいがちですが、配点をしっかり把握することで別の

受験戦略を立てることが可能になります。大阪大学外国語学部に関しては珍しい配点にはなっていますが、このようなこ

とを受験勉強初期に考えることが非常に大切です。

また、上記で例に上げた旧帝大の文系では基本的に数学が必要と伝えました

が、大阪大学外国語学部はその中でも珍しく数学が不要の旧帝大の学部とな

ります。外国語に興味があり、数学が苦手という生徒には目指しやすい旧帝

大の大学となります。ただし、日本史選択では受験できませんので注意が必

要です。

大学に合格するためには各科目の偏差値を上げるのではなく、大学に合わせ

て合格できる学力を習得することが重要です。

続いて過去問に関してもお伝えします。



左記の資料は同志社大学と立命館大学の英

語の過去問のイメージです。どちらも関関

同立と関西のトップグループの私大ですが

問題傾向は大きく異なります。

特に大きく違うところは

・英作文や英文和訳など記述問題が出題さ

れるかどうか

・４択の英文法問題が出題されるかどうか

です。

長文のレベルは同志社大学の方が難しく、さらに英作文や英文和訳問題など記述問題が出題されています。同志社大学を目指

す受験生は対策が必須となります。

一方、立命館大学ではそれらの問題は出題されないため記述問題対策は不要と言えます。

また、立命館大学では４択の英文法問題が出題されます。同志社大学でも長文の中で文法知識を問われる問題は出題されます

が、立命館大学のようなそれ単体での出題はありません。そのため立命館大学を志望するには４択英文法の問題集を学習に取

り入れるべきですが、同志社大学ではその時間に記述対策などに時間を費やす方が得点を上げられる可能性が高いです。

このように同じ難関私大のトップグループでもこのような傾向の差があるため、受験勉強の初期段階から知っているかどうか

で学習効率は大きく変わります。



学習時間の大切さはどの受験生でもわかることだと思います。ただ、自分１人で学習時間を増やせる受験生は少数派だと思

います。

受験戦略を明確にした後に、平日なら５時間以上、土日なら10時間以上をどうやって捻出しようかと考える受験生が多いと

思いますが、３つのステップを意識することで学習時間を高めることが可能です。

現在の生活から学習に割ける時間を算出

日々の学習状況を記録し改善を継続

見直すべき学習習慣を可視化



現在の生活から学習に割ける時間を算出

Unipassでは入学当初に下記のように現状の生活状態を聞き取りし、変えるべき学習スタイルを可視化します。

全く勉強していない生徒や宿題だけやっているという生徒など様々ですが、ほとんどの受験生が今は忙しくてあまり勉強

する時間がないと感じています。ただし、このようにヒアリングしながら今後の勉強時間を可視化すると、勉強時間の捻

出が無理でないと感じてもらえます。

これは自分ではなかなか気づけないのですが、客観的に言われるとできるようになると感じ、目指すべき目標ができるこ

とで前向きに取り組むことができます。志望校に合格するには勉強時間はいくらあってもかまいません。勉強可能時間を

算出してまずはそこを目標に取り組むことでも学力は上がってきます。



見直すべき学習習慣を可視化

一人ひとりどのように学習していくのかは違ってきますが、大まかに目指すべきイメージはあります。上記の資料のよう

に隙間時間も勉強することができれば、６時間以上睡眠を取っても１日6.5時間勉強することが可能です。これは限界値

ではありますが、個別にこのような意識を持つことでこの時間も勉強する時間だと考えて取り組むことが大切になります。

基本的にスマホやマンガの時間は受験生にはありません。空いている時間をどれだけ勉強に当てられるかが特に現役生に

は重要です。

6:30-7:00

7:00-8:00

8:00-16:00

16:00-16:30

16:30-19:00

19:00-20:00

20:00-22:00

22:00-23:30

23:30-24:00

24:00-25:00

家庭学習時間

睡眠

起床・朝食・準備

学校

帰宅

昼寝・スマホ・漫画

夕食

TV

入浴・準備・TVなど

マンガ

スマホ・就寝

0min

起床・朝食

準備→勉強（30min）

学校

帰宅

勉強（150min）

夕食→勉強（30min）

勉強（120min）

入浴・準備→勉強（30min）

勉強（30min）→就寝

睡眠

390min(6.5時間）



日々の学習状況を記録し改善を継続
学習状況を把握することで勉強時間を

増やすことは可能です。Unipassでは毎

日なんの勉強をしなければならないの

かを全て伝えていきますので、その内

容が毎日こなせているかを自分でアプ

リやチャットで報告するようになって

います。科目や範囲によっての勉強時

間のばらつきなどが把握することがで

きることで、例えば英単語を覚えるの

は行き帰りの電車でできるとなればい

つもより勉強時間を増やすことができ

ます。

それらも日々の学習状況を把握できて

いないとわからないことですので、学

習状況の把握は非常に大切です。

また、スマホの使用時間もスクリーンタイムで把握することができます。

上記資料は高２の３月に生徒に見せてもらったスクリーンタイムですが、１日４時間上のスマホ使用時間がありました。

これを自分で見たり、トレーナーから指摘されることでこのままではいけないと勉強時間を増やすことができるようになりま

す。

スマホは受験には天使にも悪魔にもなります。スマホとうまく付き合って勉強時間を増やすことを意識してほしいと思ってい

ます。



受験戦略を明確にし学習時間を高められれば次は学習効率を高めていきます。ただ、学習効率を高めることは自身で行う

ことは本当に難しいです。なぜなら、大学受験の各科目に精通して、世の中にあふれている参考書や映像授業を把握して

いる必要があるからです。今はネットやYouTubeなどで様々な情報が配信されておりますので、ある程度知識を得ることは

できると思いますが、これから始める受験生に取っては難しいことだと思います。

Unipassではこれらを把握しており、生徒一人ひとりに合わせた方法で学習効率を向上させるサポートを行っています。そ

うすることで効率よく志望校に向かった勉強ができるようになり学力も確実に向上していきます。

志望校から逆算して必要な教材や授業を選択

1日単位で学習計画を可視化

テストや個別授業で理解度を把握

課題を見つけ日々計画を改善



志望校から逆算して必要な教材や授業を選択

1日単位で学習計画を可視化

学習効率を向上させるために最も大切なことは生徒一人ひとりに合わせた「教材選定＝個別カリキュラムの策定」です。

年間の個別カリキュラムを明確にすると迷いもなくなり参考書や問題集の順番を間違えなくなります。

同じレベルの参考書を何冊も行ったり、レベルに合っていない問題集をやったりすると学力は向上しません。

その順序を間違えずにこの通りに進めば志望校のレベルまで到達できるということを可視化することが非常に大切になりま

す。また、１ヶ月に何時間勉強することが目標で科目ごとの勉強時間はどれだけなのかということを全て一人ひとりに対し

て決めていきます。

年間計画表で作成した予定をパーソナルトレーナーが生徒と一緒に毎週の１：１面談で１日単位の学習計画に落とし込んでい

きます。生徒の得意不得意やその日の勉強可能時間からどのような順番でやるべきなのかを明確にしていきます。その際に生

徒からの意見や学習状況をヒアリングしてその生徒に合ったものを作成していきます。また、生徒自身も自分の意見をトレー

ナーに伝えることにより自身の成長にも繋がっていきます。

通学が長くなって行くにつれて、自分自身で勉強計画を立てることもできるようになります。自分で自分の勉強を客観的に見

えるようになれば成果はさらに上がってきますし、その経験が大学生・社会人になってからも活きてきます。

このように何をやるべきかを明確にすることで学習効率は飛躍的に伸びていきますので、計画を立てることは勉強する上で非

常に大切です。



テストや個別授業で理解度を把握

Unipassでは毎週のチェックテスト、問題集の修了テスト、理解度個別チェックの3種類のテストがあります。

課題の範囲が理解できているかを確認する「毎週のチェックテスト」

参考書や問題集の理解を把握する「修了テスト」

「理解度個別チェック」

参考書や問題集が一通り修了すれば、最後に「修了テスト」を受けます。その参考書の問題が全てできるかどうかをチェックする

ものですので、できるようになっていなければやってきた意味がありません。そのため、しっかり復習をして修了テストは受験し

ていただきます。修了テストに合格すれば晴れて次の参考書に進んでいけるようになります。この修了テストに合格するというこ

とはそのレベルの問題は解けるようになってきているということなので偏差値の向上も期待できます。

日々の学習を「毎週のチェックテスト」で確認します。１つの範囲が終了すればチェックテストが用意されており、英単語なら

100個、オリジナルの映像授業なら１講に１つのように細かく作成しています。その日にチェックテストをしてできていなければ

その週の課題の勉強がまだ完璧ではないということなので、追試などでチェックテストの合格を目標にして勉強していきます。

単純なテストではチェックしづらい単元や教材は「理解度チェック個別」でトレーナーと１：１の個別授業内でテストを受けます。

これは問題を暗記してしまって解けるという状況になる生徒に対しての理解度を図るために実施していることと英文解釈など紙の

テストでは測りにくい範囲を１：１個別授業で行っています。

この理解度チェック個別はトレーナーから教えてもらう一般的な個別授業とは違い、生徒がトレーナーに問題について説明する形

式となっています。生徒自身がその問題に対して説明できるというレベルになっていれば理解・暗記は完璧の状態ですので、それ

を目指してもらいます。



これらの「毎週のチェックテスト」「問題集の修了テスト」「理解度個別チェック」により、知識の穴を

作らせないようになっています。

課題を見つけ日々計画を改善

日々理解度をチェックしながら、学習計画を見直すことが重要です。

勉強は知識をインプットするだけではありません。大学受験では勉強した

ことを頭の中で理解・暗記し、問題を解けるようにならなければいけませ

ん。参考書を前に進めるだけでは理解できていなかったりした場合はその

後の勉強が非効率となってしまいます。

Unipassでは確実に理解・暗記できているのか、問題が解ける・人に説明で

きるかなどの理解度チェックを重視しております。



三重大学・奈良県立大学・南山大学・立命館大学・同志社大学・関西大学・都留文

化大学・法政大学 ほか

大学受験の勉強はもちろん定期テストが近

いときは定期テストに合わせた勉強を進め

てもらえるので、学校の成績も高く維持す

ることができた。

部活をやっていても部活生に合わせた塾の

時間帯もあるので、ユニパスでは文武両道

ができました。

また、一人一人に自分に合った学習・教材

を提示されるので苦手なところはつぶせる

し得意なところはもっと伸ばせると思いま

す。

高校生ばかりなのでみんな真剣で集中して

勉強できたのもよかったです。

私がこの塾に入ったのは高３の9月でした。

この塾に入る前は授業形式の別の塾に通っ

ていましたがついていけず辞めてしまい、

さらに部活動の引退が遅かったので不安で

いっぱいでした。

私は自分で計画を立てて勉強することがとても苦手ですが、

この塾では塾長とじっくり話し合い、個々の学力にあった

教材と１ケ月の細かい勉強スケジュールを基に勉強するだ

けだったので、全く無理なく勉強を続けることができまし

た。また塾長や他の先生方の勉強だけでなく心の面のサ

ポートもうれしかったです。

私のように勉強が苦手な方、受験勉強のスタートが遅れて

しまった方、勉強をしなければいけないとわかっているの

にできない方などには最適な塾であると思います。





勉強のやり方がわからず途方にくれている高校生が、わずか１時間

の学習相談で自分にぴったりの「効率的で正しい」勉強法を理解す

ることができます。

18:40〜20:10 ○ ○ × ○ ○ ×

20:10〜21:40 ○ ○ × ○ ○ ×

高1・高2 12,500    23,000    31,000   39,000    47,000 55,000

高3 14,000    26,000    35,000   44,000    53,000    62,000



将来の目的・目標を明確に！

最短ルートでナビゲート!

メンタル面のフォロー!

自分がこの世に生を受けた使命を考え、将来の夢・自分の志から逆算して進路目標を立てるサポートを行います。

志望校合格のための効率的な学習戦略を、プロ講師が立案します。

合否を左右するメンタル面をセルフコントロールする力を養う「自律学習法」を指導します。




